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愛 
 

真紀 

 

愛の言霊って 

 

とても優しく 

とてもうれしい 

とても安心 

感動 

とてもなつかしい 

とても幸せ 

 

すべてが愛ってどういうことだろう？ 

すべてを一なる至高の根源が作ったなら 

一なる至高の光が 

愛だから 
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始まりが愛 

そうであれば、すべてが愛ということになる 

この世に生きるもの 

だけではなく 

存在するものすべてが愛ということになる 

私も愛 

私達が愛 

私達自身が愛で 

この存在が愛そのものということになる。 

 

逆に始まりが愛でなければ 

この宇宙にはなにもない 

だって、何も産みだす必要がないから 

宇宙もない 

ただの暗闇 

 

愛って 

拡大なんだね 
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そして 

自分よりも相手 

自分じゃなく周り 

それは意識が自分に向くことではなく 

外に向いて拡大していくこと 

 

愛は出してこそ 

贈ってこそなんだ 

 

愛が大きく広がったら 

相手も自分もなくなってしまう 

へだたりがなくなっていく 

地球も宇宙も自分も同じもの 

もとは 

一つなんだ 

もともとは、同じ故郷から 

一なる愛から 

きたんだ 
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私達は一つ 

 

ただただ、愛そのものだったんだ 

私達は 

ただ一つの愛からきて 

この長い長い間 

自分が愛であることを 

再確認するために 

ここにいるのかもしれない 

 

自分が愛であることを 

思い出すことが 

この旅の終わりかもしれない 

 

 

 

 

 


